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PREVALENCE OF UPPER URINARY TRACT STONES 
      IN TAJIMA, NORTH HYOGO, JAPAN
Hideo TAKEUCHI, Hiroshi  YOSHIDA, Yoshiaki ISOGAWA and Yoji TAKI 
         From the Department of Urology, Toyooka Hospital
   Toyooka Hospital is a central hospital in Tajima, a rural area in the northern part of Hyogo 
Prefecture. Because we possess the sole lithotripter in this area, almost all urolithiasis patients 
requiring treatment have been referred to our department. Based on the number of urolithiasis 
patients treated in our institution, we estimated the annual prevalence and incidence of upper urinary 
tract stones in the Tajima area. 
   The mean annual prevalence of urolithiasis and incidence during the 1991-1993 period were 141 
and 93 per 100,000, respectively. The male to female ratio was 2.0 to 1 in prevalence and 2.2 to 1.0 in 
incidence. Prevalence was highest in the sixties (245) and fifties (235), followed by the forties (205), 
seventies (162) and thirties (160). The incidence was highest in the fifties (169), followed by the forties 
(147), sixties (145) and thirties (118). In consideration of sex, the incidence was highest in males in 
the fifties and the forties. 
   Of the patients with upper urinary calculi, 23.1% were treated by extracorporeal shock wave 
lithotripsy, while in 23.8% stones passed spontaneously and 50.9% were followed up without 
treatment. On stone analysis, calcium oxalate and/or calcium phosphate was present in 75.6%, uric 
acid in 16.4%, struvite and/or carbonate apatite in 5.6% and cystine in 1.4%. 
   In summary, the prevalence and incidence of upper urinary tract calculi in the Tajima area were 
considerably higher than those in the nationwide survey on urolithiasis in Japan conducted in 1985.
(Acta Urol. Jpn. 45: 165-168, 1999)











(Fig.2),年間有病率,罹 患率,年 齢別有病率,罹 患
率,男女比,さ らに治療,結 石成分などについて検討
した.
本院の診療圏は豊岡市,城 崎郡,出 石郡,味 方郡,
養父郡,朝 来郡の但馬地区と熊野郡,竹 野郡,中 郡の
京都府の一部である.診 療圏の人口は総数277,327人
*現:神 戸市立中央市民病院泌尿器科
Fig. 1. Location of the Tajima area and 
      Toyooka City in the Hyogo Prefecture. 
      The shadow part  (#) indicates the 















































































で,年 齢構成 は全 国に比 し20歳代が少 な く,60,70歳
代 が多 く,65歳以 上 の老齢 者人 口 は全 国12.1%に比
し,18.9%である.な お男女差 はほ とん ど認め なか っ
た.
結 果
上部尿路結 石患者 総数(年 間有病者)は1991年347



























(初発 患者 お よび再発患 者)は233人,313人,261人
であ った.年 間有病 率お よび罹患 率 はFig.3のご と
くで,有 病率 は10万人 あた り1991年125人,1992年156
人,1993年141人で,罹 患率 はそれぞ れ84人,ll3人,
94人であ った.3年 間 の平 均 は有病率141人,罹患 率
は93人であ った.
年齢構 成 よ りみ た年 齢別有 病率 はFig.4のご と く
で ある.有 病者の実数(3年 間合計)は50歳 代272人,
60歳代270人が最 も多 くほ ぼ同 じで,平 均年 齢 は52.0
±14.8歳で あった.年 齢構成 よ り頻度 を見 る と60歳代
が最 も多 く,245人,ついで50歳代235人,40歳代205
人,70歳代162人,30歳代160人とな った.
罹 患者 の年齢分 布 はFig.5のご と くであ る.罹 患
者の実数(3年 間合計)は50歳 代190人が最 も多 く,
平均年齢 は50.5±14.9歳で男女ほぼ同 じで あった.男
女別 に罹患者 を見 ると,男 性で は20歳代か ら見 られ40
歳代,50歳代 と急激 に増加 し,ピ ークに達 し,女 性 で
は10歳代か ら見 られ緩やか なカーブを描 き,50歳代,
60歳代が最 も多 かった.男 女比 を見 る と20歳代 か ら40
歳 代が 大 き く,50歳代 以 降 は順 次減 少傾 向 がみ られ
た.年 齢別 に罹患 率 をみ る とFig.6のご と く50歳代
が 最 も高 く,169人で あ り,40歳代,60歳代 の罹患 率































は147人,145人で ほぼ同 じで,つ いで30歳代ll8人で
あ った.男 女 差 を考慮 する と40歳代,50歳代 の男性が
最 も高 く200人以上 となった.男 女比 は全体 で有病率
が2.0:1,罹患率 は2.2:1であ った.な お試 み に初
発患 者の年齢 分布 を調べ たが,罹 患者 とほぼ同 じ分布
であ った.
有病者 の治療 内容 はFig.7のご と くで,ESWL治
療が結石 除去 治療 のほ とん どを占め,有 病者 の23.4%
が施行 され,自 排結石症例 は23.1%であ った.そ して
結 石保持 の まま経 過観 察 の患者 は約 半数 であ った.
ESWLを 受 けた患者 と自排患者 の年齢 分布 をみ ると,
ESWL患 者 は50,60歳代 が 多 く,平 均 年齢52,5±
14.6歳に対 し,自 排患者 は40,50歳代が 多 く,平 均年
齢47.0±14.2歳とESWL患 者の方が高齢であ った.
結 石成 分 はTablclのご と くで,蔭 酸 カルシ ウム
結石が76%と最 も多 く,つ いで尿酸 が13.7%,混合結
石 を入れ る と16.4%と多 くみ られた.リ ン酸 カルシウ
ム炭酸塩(carbonateapatite),リン酸マ グネシ ウム














圏 も狭 く,治療対象の結石はほ とん ど当院に紹介 さ
れ,集 計か らの脱落 は比較的少ない ものと推定され
る.他 院にて内科的に治療 を受けている患者数を考慮























れない.ま たエ ンドウロロジーやESWLで 治療され













治療 内容 をみる と特 に治療せずが半数 を占め,




の関係 をみ るとESWL治 療 は50歳代,60歳代が多
く,自排結石患者の年代に比 しやや高齢であった.以


















を行ったが,頻 度の増大,高 齢化が認められた,新 た
な全国集計が待たれるところである.
結 語
公立豊 岡病 院において1991年よ り1993年の上部尿路
結石患 者 につ いて集計 し,当 院の診療圏での人口 より
年 間有病率,罹 患率,年 齢別有病率お よび罹患率,男
女比,さ らに治療,結 石成分頻度 について検討 した.
1.年 間有病率 は人 口10万あ た り125人(1991年),
156人(1992年),141人(1993年)で年 齢 別 有病 率
(1991年一1993年平均)は60歳 代 が最 も高 く245人,つ
いで50歳代235人,40歳代205人であ った.
2.年 間罹患率 は84人(1991年),113人(1992年),
94人(1993年)で,50歳代 が最 も高 く169人であ った.
3.男 女比 は有 病率 で2,0:1,罹患 率 で2.2:1で
あった.男 女別 の罹患率 をみる と50歳代,40歳代の男
性が最 も高 く200人以上であ った.
4.結 石除去の治療 はほ とん どがESWLで あ り,
有 病 者の23。4%であ った.結 石 自排 の患 者 は23.1%
で,ESWL施 行患者 の平均 年齢 は52.5歳で,自 排結
石患 者 の年齢 は47.0歳で,ESWL患 者の方 が高齢 で
あった.
5.結 石成分で は蔭酸 カルシウムが最 も多 く76%を
占め,つ いで尿酸16.4%,リン酸マ グネシウムア ンモ
ニウム,リ ン酸 カルシウム炭酸塩5,6%であ った,
6.以 上の結果 は1985年全国集計 と比較す る と有病
率,罹 患率,成 分頻度で差が見 られ る.集 計年次,地
域性,治 療法の変遷な どによる もれ と思 われ るが,新
たな全国集計が待たれ る.
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